
 

 

ひろしま感性イノベーション推進協議会規約 

 

 

（名称） 

第１条 本協議会を「ひろしま感性イノベーション推進協議会（以下「協議会」という。）」と          

称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、人間のもつ“感性”という新たな価値軸を活用した製品の差別化による高収

益構造の実現に向け、人間工学や感性工学を取り入れたものづくりを推進することを目的とす

る。 

（事業） 

第３条 協議会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 人間工学・感性工学を取り入れたものづくりを推進する体制整備 

（２） 人間工学・感性工学を取り入れて生み出された製品の普及啓発 

（３） その他、本協議会の目的を達成するために必要な事業 

（会員） 

第４条 会員は協議会の趣旨に賛同する次の者をもって構成する。 

（１） 人間工学・感性工学を活用したものづくりに携わる企業及び関心のある企業 

（２） 大学、試験研究機関、産業支援機関、金融機関、行政機関等 

２ 会員の入退会は、別に定める入会申込書及び退会届を事務局に提出しなければならない。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

（１） 会長：１名 

（２） 監事：１名 

２ 役員は総会で選任する。 

３ 会長は会務を統括し、協議会を代表する。 

４ 監事は協議会の会計の状況を監査する。 

（役員の任期） 

第６条 役員の任期は、就任した日から起算して１年が経過した日の属する事業年度の終了日ま

でとし、再任を妨げない。 

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

３ 役員は、その期間満了後でも後任者が就任するまでは、なおその職務を行う。 

（役員の報酬） 

第７条 役員は、すべて無報酬とする。 

（総会） 

第８条 総会は、会員で構成し、協議会の最高議決機関とする。 

２ 総会は、会長が招集し、会長が議長になる。 

３ 総会は、協議会の事業及び運営に関する基本的事項について審議し決定する。 

（総会の議事） 



第９条 総会の議決は、出席会員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 

２ 緊急の議事については、書面をもって会議に変えることができる。 

（企画運営委員会） 

第１０条 協議会に、企画運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は会員から選出されたもの（以下「委員」という。）により構成され、構成する委員

の追加及び変更は、会長の承認を得て行う。 

３ 委員会に、委員長を置き、委員会を主宰する。 

４ 委員長は、委員の互選により選出する。 

５ 委員会は、第３条に定める事業について、協議会の運営方針や、各年度の事業計画及び事業

報告について審議する。 

（ワーキンググループ） 

第１１条 第３条に掲げる事業を推進するため、必要に応じてワーキンググループを設置する。 

（秘密保持） 

第１２条 協議会の会員は、協議会で知りえた機密事項を外部に漏らし、また、無断で使用して

はならない。 

（経費） 

第１３条 協議会の運営に関する経費は、会員の負担金等をもってこれに充てる。 

（事業年度） 

第１４条 協議会の事業年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

（事務局） 

第１５条 協議会の事務局は、広島県商工労働局イノベーション推進チームに置く。 

（その他） 

第１６条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は会長が別に定める。 

 

 附 則 

この規約は、平成２６年４月２２日から施行する。 

 

 附 則 

この規約は、平成２７年４月９日から施行する。 

 

 附 則 

この規約は、令和５年５月１日から施行する。 

 

 


